
、

大
伴
坂
上
郎
女
・
論
上

、

岡

田

喜
 
久
 
男

一

 
『
万
葉
集
」
の
多
様
性
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
。
い
や
、
言
わ
れ

な
く
と
も
、
事
実
と
し
て
広
さ
、
豊
か
さ
、
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
例
は
少
く

な
い
。
奈
良
朝
後
期
に
成
立
し
た
、
日
本
最
古
の
歌
集
で
あ
り
、
最
初
の
勅
撰

和
歌
集
『
古
今
集
』
が
出
現
す
る
迄
に
は
忌
数
十
年
の
年
月
が
必
要
だ
っ
た
こ

と
を
思
え
ば
、
 
『
万
葉
集
」
が
古
代
の
作
品
と
し
て
、
独
自
の
価
値
を
持
つ
こ

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

 
現
代
の
マ
ス
コ
ミ
の
世
界
で
も
、
物
事
の
起
源
、
最
古
の
記
録
と
し
て
、

『
古
事
記
」
や
『
日
本
書
紀
」
な
か
で
も
『
万
葉
集
』
が
よ
く
引
用
さ
れ
る
。
'

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
せ
ひ
と
 
わ
ら

特
に
夏
の
土
用
の
丑
の
日
と
大
伴
家
持
の
「
漁
人
を
喧
咲
ふ
歌
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
な
ぎ
と
 
 
め

 
脇
 
石
麻
呂
に
象
れ
物
申
す
夏
痩
せ
に
よ
し
と
い
ふ
も
の
ぞ
鰻
捕
り
喫
せ

ば
名
コ
ン
ビ
と
言
ふ
ほ
か
は
な
い
が
、
他
に
も
景
勝
の
地
の
紹
介
、
動
植
物
と

歌
、
は
て
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
に
ま
で
万
葉
の
歌
が
登
場
し
て
い
る
。

 
『
万
葉
集
』
二
十
巻
、
収
載
盟
約
四
千
五
百
と
普
通
言
う
の
で
あ
る
が
、
実

際
に
は
、
歌
以
外
に
、
漢
詩
、
漢
文
、
書
簡
、
物
語
的
左
注
、
諺
、
な
ど
の
資

料
的
な
多
様
さ
と
、
天
皇
、
皇
后
、
官
僚
、
兵
士
を
は
じ
め
、
遊
女
、
乞
食
者

な
ど
の
作
者
面
で
の
多
様
さ
と
が
相
侯
っ
て
、
貴
重
な
古
代
の
情
報
の
豊
庫
と

な
っ
て
い
る
。

 
又
三
大
部
立
、
雑
歌
、
相
聞
、
挽
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
、
旅
、
恋
、
死
の
三

つ
の
主
題
を
考
え
て
み
て
も
、
今
日
迄
の
歌
の
淵
源
が
「
万
葉
集
」
に
あ
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

 
然
し
な
が
ら
、
 
『
万
葉
集
」
の
著
名
な
歌
人
（
あ
る
い
は
、
少
く
と
も
十
首

以
上
の
照
葉
を
持
つ
歌
人
）
を
考
え
た
場
合
、
決
し
て
歌
人
一
人
一
人
が
多
様

な
歌
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
山
上
憶
良
を
、
思
想
歌
人
、

人
生
歌
人
と
呼
び
、
山
部
赤
人
を
叙
景
歌
人
、
高
橋
虫
麻
呂
を
伝
説
歌
人
と
呼

ぶ
よ
う
に
、
各
歌
人
の
詠
歌
の
主
題
、
内
容
、
修
辞
は
限
定
さ
れ
、
そ
の
特
色

が
個
性
と
な
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
も
繋
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
歌
人

一
人
一
人
が
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
『
万
葉
集
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
歌
だ

け
を
詠
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
し
、
選
歌
す
る
人
（
巻
樽
の
、
或
い
は
最
終

編
纂
者
大
伴
家
持
）
の
嗜
好
、
立
場
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
よ
う

な
こ
と
は
、
現
存
の
『
万
葉
集
」
に
よ
っ
て
の
話
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も

な
い
。
然
し
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
多
様
な
歌
の
世
界
を
我
々
の
前

に
繰
り
広
げ
て
い
る
歌
人
も
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
大
伴
家
持
で
あ
り
、
第
二

（1）

大
伴
坂
上
郎
女
論
 
上



が
大
伴
坂
上
郎
女
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
誰
か
ら
も
異
論
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
「
万
葉
集
』
四
千
五
百
余
首
の
一
割
強
、
長
歌
四
六
首
・
短
歌
四
二
五
首
・

旋
頭
歌
一
首
・
連
歌
の
上
の
劃
一
、
も
の
控
室
を
誇
る
大
伴
家
持
は
、
そ
の
量

か
ら
い
っ
て
も
質
か
ら
見
て
も
多
様
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
今
は
即
く

と
し
て
、
大
伴
坂
上
郎
女
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
。
大
伴
坂
上

郎
女
（
以
下
多
く
の
場
合
郎
女
と
略
記
す
る
。
X
は
、
長
歌
六
首
・
短
歌
七
七
首

・
旋
頭
歌
一
首
の
計
八
四
首
の
歌
を
詠
ん
で
い
て
、
一
三
か
ら
み
て
も
、
大
伴

家
持
、
柿
本
人
麻
呂
に
次
ぐ
詠
歌
数
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
以
下
に
述
べ
る

よ
う
に
、
家
持
を
除
け
ば
他
に
類
が
無
い
位
、
集
申
に
資
料
的
記
事
が
多
い
。

そ
し
て
、
郎
女
の
作
品
を
丹
念
に
見
て
行
く
と
、
彼
女
の
人
生
と
作
品
が
深
く
髄

関
わ
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
り
、
多
様
な
作
品
が
大
伴
家
の
申
心
的
婦
人

（
家
刀
自
）
の
人
生
の
、
一
コ
マ
ー
コ
マ
を
浮
か
び
上
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

 
ま
ず
最
初
に
郎
女
の
作
品
を
、
題
詞
（
題
詞
に
あ
る
歌
数
は
特
別
の
場
合
以

外
除
い
た
）
．
と
左
注
に
よ
っ
て
列
記
し
て
み
る
。
-
（
歌
番
号
は
『
国
歌
大
観
』

に
よ
る
。
ま
た
ゴ
チ
ッ
ク
は
長
歌
の
番
号
）

 
ω
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
神
を
祭
る
歌
（
9
0
7
●
0
0
3
9
0
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
か

 
 
右
の
歌
は
、
天
平
五
年
冬
十
一
月
を
以
ち
て
、
大
伴
の
氏
の
神
に
供
ぺ
祭

 
 
る
時
、
い
さ
さ
か
こ
の
歌
を
作
る
。
故
に
神
を
祭
る
歌
と
い
ふ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
が
ら
 
う
た
げ
 
 
 
 
う
た
 
 
 
 
 
 
 
ド

 
ω
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
親
族
を
回
す
る
日
に
吟
ふ
歌
（
1
0
4
）

 
㈲
．
大
伴
坂
上
郎
女
の
橘
の
歌
（
0
1
4
）
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ま
か

「
ω
 
七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理
法
が
死
去
れ
る
を
悲
し
び
嘆
き
て

 
 
 
作
る
歌
（
0
1
f
【
U
●
ρ
Q
」
島
贋
-
緊
）
・

 
右
は
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に
感
じ
て
聖
朝
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
た
の
 

 
帰
化
す
。
時
に
大
納
言
大
将
軍
大
伴
卿
の
家
に
寄
住
し
て
、
既
に
数

 
と
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
は
か

紀
を
蓮
た
り
。
こ
ζ
に
天
平
七
年
乙
亥
を
以
ち
て
、
忽
に
運
病
に
沈
み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
と
じ
 
 
 
 
 
 
 
 
に
や
く

 
て
、
既
に
忠
順
に
趣
く
。
こ
て
に
大
家
石
川
命
婦
、
餌
薬
の
事
に
依
り
て

 
 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

有
間
の
温
泉
に
往
き
て
、
こ
の
喪
に
会
は
ず
。
た
だ
、
郎
女
独
り
留
り
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
は

 
屍
枢
を
葬
送
す
る
こ
と
既
に
詑
り
ぬ
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
温
泉
に

 
贈
り
入
る
。

㈲
 
大
伴
郎
女
の
和
ふ
る
歌
（
5
8
2
～
2
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
す
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
つ

 
右
、
郎
女
は
、
佐
保
大
納
言
卿
の
女
そ
。
初
め
一
品
穂
積
皇
子
に
嫁
ぎ
、

う
つ
く
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ぐ
ひ
 
 
 
 
 
 
か
む
あ
が

寵
び
を
う
く
る
こ
と
庸
な
し
。
皇
子
麗
り
ま
し
し
後
、
藤
原
麻
呂
大

 
 
 
 
 
 
つ
ま
ど
 

す
や
か
ら
な
つ

 
夫
こ
の
郎
女
を
媛
ふ
。
郎
女
は
、
坂
上
の
里
に
家
む
。
よ
り
て
族
八
号
け

 
て
坂
上
郎
女
と
い
ふ
。

㈲
 
ま
た
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
9
2
5
）
 
〈
旋
頭
歌
〉

ω
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
3
置
監
ρ
0
●
ρ
0
【
り
【
U
）

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
5
8
5
）

紛
 
大
伴
宿
祢
稲
公
、
田
村
大
嬢
に
贈
る
歌
（
6
8
5
）

 
右
一
首
、
姉
坂
上
郎
女
の
作
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ら
み

⑩
，
大
伴
坂
上
郎
女
の
怨
恨
の
歌
（
碑
・
枷
）

0の

@
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
7
4
6
）

⑫
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
9
4
6
）

 
右
、
坂
上
郎
女
は
、
佐
保
大
納
言
卿
の
女
そ
、
駿
河
麻
呂
は
、
こ
の
高
市

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ば
を
ひ
 
う
が
ら

 
大
藩
の
孫
そ
、
7
両
卿
は
兄
弟
の
家
、
女
と
孫
と
は
姑
姪
の
族
そ
。
こ
こ
を

 
以
ち
て
、
歌
を
題
し
送
り
答
へ
、
起
居
を
相
問
ふ
。

（2）



⑱
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
㎝
・
襯
）
9

αの

@
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
【
」
～
己
U
）

㈱
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
臨
・
㌫
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
し
ま
ろ

 
右
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
、
石
川
内
命
婦
と
、
安
倍
朝
臣
甘
雨
の
母
安
曇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
ら
か
ら

 
外
命
婦
と
は
、
同
居
の
姉
妹
、
同
気
の
親
そ
。
こ
れ
に
よ
り
て
郎
女
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
と
 
 
 
 
 
 
か
た
ら
 
 
 
 
 
 
こ
ま
か

 
虫
満
と
、
相
見
る
こ
と
疎
か
ら
ず
、
相
談
ふ
こ
と
既
に
密
な
り
。
い
さ

 
さ
か
戯
れ
の
歌
を
作
り
て
問
答
を
な
す
そ
。

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
鵬
・
脳
）
 
 
 
 
 
 
 
、

⑳
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
8
～
8
）

⑱
 
天
皇
に
献
る
歌
一
首
倣
響
噸
吐
螂
敏
鋼
碓
腺
（
正
2
7
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
み
の
た
ど
こ
ろ
 
 
 
い
へ
 
 
 
 
 
 
む
す
め

⑲
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
跡
見
庄
よ
り
、
宅
に
留
ま
れ
る
女
子
大
嬢
に
賜
ふ

 
 
歌
（
0
亀
り
」
謄
0
ム
■
り
自
7
1
7
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

 
右
の
歌
は
、
大
嬢
の
進
る
歌
に
報
へ
賜
ふ
そ
。

⑳
 
天
皇
に
献
る
歌
二
首
以
鮮
鰹
榔
敏
御
椿
旧
（
禰
・
麟
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ど
こ
ろ
 
 
 
む
す
め

20
@
大
伴
坂
上
郎
女
、
竹
田
の
庄
よ
り
女
子
大
嬢
に
贈
る
歌
（
励
・
剛
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ち
 
 
 
 
 
 
た

㈱
 
冬
の
十
一
月
に
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
帥
の
家
を
発
ち
て
道
に
上
り
、
筑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ご

 
 
前
の
国
の
宗
像
の
郡
の
名
児
の
山
を
越
ゆ
る
時
に
作
る
歌
（
3
6
9
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
み
ち

㈱
 
同
じ
き
坂
上
郎
女
、
京
に
向
う
海
道
に
し
て
、
浜
の
貝
を
見
て
作
る
歌

 
 
（
4
6
9
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
へ

⑳
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
姪
家
持
の
佐
保
よ
り
西
の
宅
に
還
帰
る
に
与
ふ
る
歌

 
 
（
9
7
9
）

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
月
の
歌
（
8
～
8
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
た

 
右
の
一
首
の
歌
は
、
或
い
は
曰
は
く
、
月
の
別
の
名
を
さ
さ
ら
え
を
と
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

 
と
い
ふ
、
此
の
辞
に
縁
り
て
此
の
歌
を
作
る
と
い
へ
り
。

大
伴
坂
上
郎
女
論
 
上

㈱
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
元
興
寺
の
里
を
詠
む
歌
（
2
9
9
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
か
づ
き

㈱
 
同
じ
ぎ
坂
上
郎
女
の
初
月
の
歌
（
…
…
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
が
ら

，
㈱
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
親
族
を
宴
す
る
歌
（
5
9
9
）

⑳
．
夏
の
四
月
に
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
賀
茂
神
社
を
拝
み
奉
る
時
に
、
す
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
ふ
ぐ
れ

 
 
は
ち
逢
坂
山
を
越
え
、
近
江
の
海
を
望
み
見
て
、
晩
頭
に
還
り
来
て
作

 
 
る
歌
（
7
1
0
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
か
ま
と
 
 
 
 
み
か
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
こ

㈲
 
十
一
年
己
卯
に
、
天
皇
高
円
の
野
に
遊
猟
し
給
ひ
し
時
に
、
小
獣
都
里

 
 
 
 
 
せ
っ
そ
う
 
 
 
 
 
 
た
ま
た
ま
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え

 
 
の
中
に
泄
走
す
。
こ
こ
に
適
勇
士
に
値
ひ
て
生
き
な
が
ら
獲
ら
え
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
て
ま
つ
 
 
 
そ

 
 
り
。
即
ち
此
の
獣
を
以
ち
て
御
在
所
に
献
上
る
に
副
ふ
る
歌
一
首

，
蠣
議
ど
欝
（
8
2
0
1
）

 
右
の
一
首
は
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
作
な
り
。
但
し
、
奏
を
経
ぬ
に
小
獣
死

 
 
た
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ど

 
し
艶
れ
ぬ
。
こ
れ
に
因
り
て
歌
を
献
る
こ
と
を
停
む
。

㈱
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
柳
の
歌
（
協
．
協
）

㈱
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
5
4
4
）

㈱
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
4
4
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
、

 
右
の
一
首
は
、
天
平
四
年
三
月
一
日
に
佐
保
の
宅
に
し
て
作
る
。

 
 
大
伴
平
底
坂
上
郎
女
の
歌
（
…
…
）

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
筑
紫
の
大
城
の
山
を
思
ふ
歌
（
4
7
4
1
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
と
ぎ
す

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
雷
公
鳥
の
歌
（
5
7
4
1
）

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
4
8
4
1
）

 
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
8
9
4
）

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
5
 
）

㈲
 
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
一
0
）

㈲
大
伴
坂
上
郎
女
の
陵
き
勢
歌
（
8
4
5
ユ
）

（3）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
み
の
た
ど
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 

國
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
跡
見
田
庄
に
し
て
作
る
歌
（
1
1
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
け
た

⑱
 
大
伴
坂
上
郎
女
、
竹
田
の
庄
に
し
て
作
る
歌
（
0
6
q
リ
5
9
。
5
9
1
1
一
鼻
）

 
右
は
、
天
平
十
一
年
己
卯
の
秋
の
九
月
に
作
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
た

㈹
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
和
ふ
る
歌
（
㎜
）

 
右
の
二
首
は
、
天
平
十
一
年
己
卯
の
秋
の
八
月
に
作
る
。

㈲
 
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
1
5
6
1
）

㈹
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
雪
の
歌
（
4
5
6
1
）

㈲
」
大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
（
6
5
6
1
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

㈹
 
大
伴
宿
祢
家
持
、
天
平
十
八
年
の
閏
七
月
、
越
中
国
の
守
に
任
け
ら
え
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ば

 
 
即
ち
七
月
を
以
ち
て
任
所
に
赴
く
。
時
に
姑
大
伴
氏
坂
上
郎
女
の
、
家

 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 
 
 
き

 
 
持
に
贈
る
歌
（
9
2
・
9
2
）

 
 
 
 
 
 
 
 
り
0
 
 
 
 
 
ら
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

㈲
 
更
に
越
中
国
に
贈
る
歌
（
9
2
・
9
3
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
ヨ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

㈹
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
越
申
の
守
大
伴
宿
祢
家
持
に
来
贈
る
歌
（
…
…
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
エ

㈹
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
2
・
詑
V

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
す
め

 
右
の
二
首
は
大
伴
氏
坂
上
郎
女
、
女
子
大
嬢
に
賜
ふ
。

を
ば

姑
大
伴
氏
坂
上
郎
女
、

㎜
）

み
や
こ
 
 
 
お
こ

京
師
よ
り
来
罰
す
る
歌

 
以
上
繁
を
厭
わ
ず
全
て
の
用
例
を
挙
げ
た
の
は
、
万
葉
中
に
お
け
る
大
伴
坂

上
郎
女
像
を
正
し
く
捕
え
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
同
時
に
、
部
分

的
な
引
用
で
は
見
え
な
い
、
巻
別
の
歌
数
や
資
料
の
在
り
方
、
題
詞
の
書
き
方

の
パ
タ
ー
ン
等
が
阻
白
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

，
さ
て
右
の
、
作
品
の
題
詞
と
左
注
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
事
柄
を
整
理
し
て
み

た
い
。

 
ま
ず
、
第
一
に
歌
の
主
題
と
場
に
つ
い
て
調
べ
る
と
次
の
四
類
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
 
（
）
付
の
番
号
は
右
の
題
詞
に
付
け
た
も
の
と
同
じ
）

 
 
 
 
（

 
ω
相
聞
歌
 
㈲
㈲
G
り
㈲
㈲
⑳
⑪
⑫
㈲
⑭
⑮
⑯
⑰
⑲
ω
㈱
㈱
⑫
の
㈱
㈱
㈱
㈲
㈹
㈹

 
 
 
 
 
 
⑳
④
①
D

 
 
 
 
 
 
＠
＠
㊤
㊨

 
ω
景
物
の
歌
等
 
㈲
㈱
㈱
⑳
⑳
⑳
㈹
㈱
㈲
㈱
㈱
ω
働
㈲
㈲
⑯

 
㈲
大
伴
氏
関
係
の
歌
 
ω
ω
ω
㈱

 
ω
天
皇
へ
の
三
三
 
⑱
⑳
㈹

 
σ
り
の
相
聞
歌
は
、
相
聞
の
原
義
と
さ
れ
る
「
互
に
問
う
」
の
意
で
ま
と
め
た

の
で
あ
る
が
、
歌
数
で
五
三
首
（
長
歌
四
首
・
旋
頭
歌
一
首
・
短
歌
四
八
首
）
、

 
 
 
 
み
か
づ
き

ω
は
柳
・
三
月
等
の
景
物
歌
や
自
然
詠
で
、
短
歌
の
み
一
二
首
、
㈲
は
大
伴
氏

の
為
に
、
或
い
は
大
伴
氏
の
人
々
に
向
け
て
の
歌
で
、
六
首
（
長
歌
二
首
・
短

歌
四
首
）
、
ω
は
大
伴
氏
を
代
表
す
る
場
合
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
献
る
相
手
が

天
皇
で
あ
る
特
殊
性
か
ら
独
立
さ
せ
た
。
短
歌
四
首
。
⑳
は
未
奏
上
で
は
あ
る

が
、
そ
の
動
機
か
ら
ω
に
入
れ
た
。

 
こ
の
四
獣
に
分
け
た
基
準
が
一
定
し
て
い
な
い
の
で
異
論
も
多
い
と
思
う

が
、
少
く
と
も
次
の
事
は
言
え
る
と
思
う
。

 
a
、
0
り
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
恋
愛
を
歌
っ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
が
、

長
歌
、
旋
頭
歌
、
短
歌
の
三
体
を
使
い
、
多
数
の
歌
（
全
体
の
6
3
％
）
が
相
聞

歌
で
あ
る
上
に
、
㈲
の
大
伴
氏
関
係
歌
に
入
れ
て
い
る
、
 
「
神
を
祭
る
歌
」

（
”
）
の
反
歌

 
 
 
ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
コ

 
鋤
 
木
綿
畳
手
に
取
り
持
ち
て
か
く
だ
に
も
耽
れ
は
祈
ひ
な
む
君
に
逢
は
じ

 
 
か
も

．
や
ω
の
天
皇
へ
の
献
歌
（
天
皇
は
聖
武
天
皇
）
、

 
 
 
 
 
 
 
か
つ

 
隔
 
に
ほ
鳥
の
潜
く
池
水
心
あ
ら
ば
君
に
我
が
恋
ふ
る
心
示
さ
ね

 
搦
 
外
に
居
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
君
が
家
の
池
に
住
む
と
ふ
鴨
に
あ
ら
ま

 
 
し
を

（4）



な
ど
を
見
て
も
分
る
よ
う
に
、
相
聞
歌
風
の
、
そ
れ
ぞ
れ
恋
愛
的
情
緒
を
漂
わ

せ
る
詠
み
ぶ
り
が
極
め
て
多
い
。

 
b
、
景
物
の
三
等
と
し
て
ま
と
め
た
歌
の
詠
歌
対
陣
で
あ
る
が
、
橘
、
月
、

元
興
寺
の
里
、
初
月
、
近
江
の
海
、
柳
、
梅
の
花
、
呼
子
鳥
、
筑
紫
の
大
城
の

 
 
ぼ
と
と
ぎ
す
お
そ
は
ぎ

山
、
郭
公
鳥
、
晩
萩
、
秋
萩
、
伏
す
鹿
、
沫
雪
、
な
ど
が
あ
り
、
月
雪
花
鳥
を

含
ん
で
い
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
．
「
晩
萩
」
 
（
8
4
5
）
あ
る
い
は
、
 
「
沫
雪
と
梅

の
初
花
」
 
（
5
6
1
）
 
「
松
蔭
の
浅
茅
が
上
の
白
雪
」
 
（
蟻
）
と
、
い
や
が
上
に
も

風
情
の
あ
る
も
の
を
詠
も
う
と
し
て
い
る
ご
と
が
分
る
。

 
 
c
、
㈲
は
、
郎
女
の
個
人
的
な
立
場
を
離
れ
た
場
で
の
歌
を
挙
げ
た
の
で
あ

、
る
が
、
ω
の
天
皇
へ
の
献
歌
も
又
こ
れ
に
含
ま
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
ω
の
親

羅
の
尼
理
願
へ
の
挽
歌
は
、
郎
女
の
長
歌
中
で
も
最
大
の
五
三
句
に
及
ぶ
力
作

で
あ
る
と
同
時
に
、
母
で
あ
り
大
伴
氏
の
最
高
の
女
性
で
あ
っ
た
石
川
内
命
婦

に
代
っ
て
一
族
を
切
り
廻
し
て
い
る
姿
が
窺
え
る
。
又
ω
の
「
神
を
祭
る
歌
」

ω
㈱
の
「
親
族
を
宴
す
る
」
歌
も
、
他
に
例
が
少
な
く
、
女
性
と
し
て
一
族
の

申
心
的
存
在
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
。

 
題
詞
と
左
注
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
第
二
の
点
は
、
そ
の
豊
か
な
記
録
性

に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
他
の
い
か
な
る
著
名
な
歌
人
（
π
だ
し
、
こ
の
場
合
も

先
程
と
同
じ
理
由
で
大
伴
家
持
を
除
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
）
も
、
こ
れ
程

ま
で
に
、
作
者
自
身
が
記
録
さ
れ
て
い
る
例
は
な
い
。
そ
し
て
、
古
来
こ
の
点

に
つ
い
て
、
郎
女
研
究
は
最
も
詳
細
な
考
察
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
ま
ず
（
9
4
6
）
の
左
注
に
よ
っ
て
、
郎
女
の
父
は
、
佐
保
大
納
言
と
呼
ば
れ
た

大
伴
安
麻
呂
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
安
麻
呂
は
壬
申
の
乱
に
参
戦
し
、
天
武

 
 
 
 
 
 
 
 
し
の
び
ご
と
た
て
ま
つ

天
皇
崩
御
の
際
は
「
 
諌
 
 
る
」
と
あ
る
人
で
、
式
部
卿
・
参
議
・
大
宰

帥
等
を
歴
任
し
、
和
銅
七
年
五
月
、
 
「
大
納
言
兼
大
将
軍
正
三
位
大
伴
宿
祢
安

大
伴
坂
上
郎
女
論
 
上

麻
呂
亮
。
帝
深
悼
之
。
詔
贈
二
従
二
位
一
。
安
麻
呂
、
難
波
朝
右
大
臣
大
紫
長
徳

之
第
六
子
也
。
」
と
『
続
日
本
紀
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
 
『
万
葉
集
」
に
確

実
な
も
の
と
し
て
は
二
首
の
短
歌
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
せ
の
い
ら
っ
め
 
よ
ば

 
 
 
 
 
大
伴
宿
祢
、
巨
勢
郎
女
を
媛
ふ
時
の
歌
一
首

 
皿
 
玉
葛
実
な
ら
ぬ
樹
に
は
ち
は
や
ぶ
る
神
ぞ
着
く
と
ふ
な
ら
ぬ
樹
ご
と
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご
た

 
 
 
 
 
巨
勢
郎
女
 
報
へ
贈
る
歌
一
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
m
 
玉
葛
花
の
み
咲
き
で
成
ら
ざ
る
は
誰
が
恋
ひ
に
あ
ら
め
吾
は
恋
ひ
思
ふ

 
 
を

と
、
坂
上
郎
女
の
母
と
の
次
の
贈
答
の
歌
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
大
納
言
兼
大
将
軍
大
伴
卿
の
歌
一
首

 
珈
 
神
樹
に
も
手
は
触
る
と
ふ
を
う
っ
た
へ
に
人
妻
と
言
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の

 
 
か
も

 
 
 
 
 
石
川
郎
女
の
歌
｝
首
畑
卿
碓
保
大
伴
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
そ

 
鵬
 
春
日
野
の
山
辺
の
道
を
尽
り
な
く
底
ひ
ル
君
が
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も

二
首
と
も
に
「
神
」
を
出
し
て
詠
ん
で
い
る
点
、
詠
み
の
調
子
が
軽
く
、
上
の

句
と
下
の
句
に
類
似
の
語
句
が
見
出
さ
れ
る
な
ど
二
首
に
共
通
の
要
素
が
見
出

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
馬
堂
々
と
人
妻
に
迫
る
情
熱
は
流
石
大
将
軍
と

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
父
・
安
麻
呂
と
母
・
石
川
内
命
婦
と
の

間
の
激
し
い
恋
の
結
果
、
坂
上
郎
女
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

 
母
に
つ
い
て
は
（
…
…
）
の
左
注
に
「
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
石
川
内
命
婦
」
と

あ
る
が
、
内
命
婦
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
位
・
五
位
の
女
官
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
る
。
天
皇
に
掘
る
歌
が
郎
女
に
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
歌
が
、
い
ず
れ
も
自

宅
か
ら
奉
る
型
で
、
極
め
て
親
し
げ
な
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
の
も
、
母
を
通
し
て

天
皇
と
繋
が
る
こ
と
が
屡
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
乏
思
わ
れ
る
。

（5）



馳こ

ｱ
で
大
伴
氏
の
系
図
と
、
右
の
ω
～
㈱
ま
で
の
事
例
か
ら
分
る
郎
女
の
身
辺
層
表
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
幽

 
 
天
三
日
命
：
日
臣
命
（
道
臣
命
）
…
室
屋
…
談
．
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
ご

「
金
村
-
咋
［
長
徳
（
馬
飼
）
H
難
岬
麻
∵
賄
一
 
-

  

@ 
@ 
@ 
@ 
@ 
@ ｮ
粥
［
］
⊥
に
三
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
稲
公

 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
伴
坂
上
郎
．
女
，
年
表

西
留
学
三
年
 
 
号

坂
上
郎
女
の
歌
と

関
 
連
 
事
項

一
年
令

六
九
六

七
〇
一

七
〇
八

七
一
四

七
一
五

七
二
一

七
三
〇

七
一
三

七
三
二

元'元文適
正 明武統

聖
武

〃／！ ｯ 馨〃鶉奎

四三二
年年年

五元七元元十
年年年年年年

六七五六
月月月月

N  N  N  一

十
一
月
、

 
七
月
、

 
三
月
、

誕
生
は
こ
の
前
後
か

こ
の
年
誕
生
説
あ
り

但
馬
皇
女
没
（
穂
積
皇
子
と
の
恋
で
有
名
）
．

父
・
安
麻
呂
没

穂
積
皇
子
没

藤
原
麻
呂
．
左
京
大
夫
と
な
渇
。

「
和
ふ
る
歌
」
 
（
晒
～
㎜
）

郎
女
の
歌
（
鵬
・
脳
）

大
宰
府
を
出
発
（
3
6
9
）
 
（
眼
）

異
母
兄
・
大
伴
旅
人
没
（
6
7
才
）
・
家
持
（
1
4
才
）

郎
女
の
歌
（
7
4
4
1
）

（
こ
の
年
誕
生
と
し
て
年
令
を
考
え
た
）

36 35．

才才
26 20 19

才才才

（6）



七
三
三

七七七

九七五

七
四
六

七
四
八

七
五
〇

〃
 
 
■
五
年

〃〃〃〃〃〃

 
七
年

 
九
年

十
一
年

〃

十
八
年

二
十
年

天
平
勝
宝
二
年

八
月
、

閏
七
月
、

三
月
、

「
家
持
に
与
ふ
る
歌
」
 
（
9
7
9
）
・
「
月
の
歌
」
・
（
鮒
～
鵬
）
・
「
元
興
寺
の
里
を
詠
む
」
 
（
…
…
）

「
観
月
の
歌
」
（
3
9
9
）
■
・
「
親
族
を
齢
す
る
歌
」
（
鵬
）
 
十
一
月
、
「
神
を
祭
る
歌
」
（
”
・
謝
）

「
尼
理
願
を
悲
し
ぶ
歌
」
髄
（
O
1
6
●
震
U
4
4
）

「
近
江
の
海
を
見
て
の
歌
」
 
（
7
1
0
1
）
 
七
月
、
藤
原
麻
呂
没
（
4
3
才
）

「
未
奏
上
の
歌
」
 
（
㎜
）

 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

「
和
ふ
る
歌
」
 
（
ー
ー
）
 
九
月
、
「
竹
田
の
庄
に
て
作
る
歌
」
 
（
5
一
・
ー
ー
）

「
家
持
に
贈
る
歌
」
 
（
9
2
・
9
2
）

 
 
 
 
 
 
 
 
0
0
 
 
 
 
 
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
ユ

「
家
持
に
贈
る
歌
」
 
（
0
8
。
0
8
）

 
 
 
 
 
 
 
 
胆
1
4

「
大
京
に
賜
ふ
歌
」
 
（
2
2
・
器
）
 
郎
女
集
中
最
後
の
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
イ
弓
 
 
 
 
」
謄

38

ﾋ
51

ﾋ
53

ﾋ
55

ﾋ

 
大
伴
氏
は
、
天
孫
降
臨
の
時
武
装
し
て
先
導
し
た
と
伝
え
る
天
忍
日
命
を
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
や

の
始
ま
り
と
し
、
神
武
東
征
の
際
に
も
、
 
「
大
伴
連
丘
の
祖
、
道
臣
命
」
が
大

和
へ
の
道
を
先
導
し
た
と
記
紀
に
も
あ
る
よ
う
に
、
古
来
天
皇
に
従
っ
て
軍
事

的
な
働
き
で
功
を
立
て
、
壬
申
の
大
乱
に
も
長
徳
の
弟
の
馬
来
田
と
垂
葉
が
天

武
天
皇
方
で
活
躍
し
家
運
は
上
昇
し
た
。
御
行
、
安
麻
呂
、
旅
人
は
い
ず
れ
も

大
納
言
と
な
り
、
藤
原
不
比
等
と
そ
の
四
人
の
子
（
武
智
麻
呂
・
房
前
・
宇

合
・
麻
呂
）
に
匹
敵
す
る
勢
力
を
示
し
た
が
、
大
宰
帥
と
し
て
旅
人
が
都
を
離

れ
、
帰
京
後
天
平
三
年
に
没
し
て
か
ら
は
藤
原
氏
に
圧
倒
さ
れ
（
も
ち
ろ
ん
大

伴
氏
だ
け
で
は
な
い
が
）
そ
の
子
家
持
は
中
納
言
ど
ま
り
で
あ
っ
た
。
旅
人
が

亡
く
な
っ
た
時
家
持
は
ま
だ
十
四
才
で
あ
っ
た
。
資
料
鋤
㈱
で
分
る
よ
う
に
郎

女
は
、
旅
人
の
妻
が
大
宰
府
で
亡
く
な
っ
た
後
、
旅
人
の
世
話
を
す
る
為
に
大

宰
府
へ
赴
き
、
十
才
位
の
家
持
も
育
て
た
の
で
あ
っ
た
。

 
年
表
か
ら
み
て
も
、
年
代
の
分
る
郎
女
の
歌
は
、
天
平
五
年
か
ら
急
に
多
く

．
な
る
。
母
石
川
内
命
婦
は
ま
だ
存
命
で
あ
っ
た
が
、
ω
の
「
尼
立
願
を
悲
し
ぶ

歌
」
 
（
0
1
6
0
ρ
0
」
4
．
4
）
の
左
注
に
あ
る
よ
う
に
、
天
平
七
年
に
は
病
気
療
養
で
有
間

温
泉
に
行
く
身
で
あ
っ
た
か
ら
、
郎
女
は
天
平
年
中
に
は
、
既
に
大
伴
家
の
重

要
な
出
来
事
を
背
後
か
ら
支
え
る
婦
人
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
そ
の
結
果
が
、
天
平
五
年
以
降
の
歌
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
て
、
「
親

 
 
う
た
げ

族
を
宴
」
し
た
り
、
 
「
神
を
祭
」
る
な
ど
の
氏
族
内
行
事
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

三

 
以
上
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
多
様
性
を
、
資
料
的
な
面

か
ら
押
え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歌
自
身
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
な
か
っ

た
の
で
、
以
下
で
は
、
専
ら
郎
女
の
歌
の
多
様
な
変
化
を
述
べ
て
み
た
い
。

（
尚
内
容
に
深
く
立
ち
入
る
の
は
次
稿
に
譲
る
）

 
と
こ
ろ
で
、
郎
女
の
詠
ん
だ
歌
体
は
、
長
歌
・
短
歌
・
旋
頭
歌
で
あ
る
が
、

（7）

大
伴
坂
上
郎
女
論
，
上



女
性
で
こ
の
三
種
の
歌
体
を
詠
ん
だ
入
は
郎
女
一
人
で
あ
る
。
男
性
歌
人
で

も
、
大
伴
家
持
、
高
橋
虫
麻
呂
、
山
上
三
三
だ
け
で
、
も
し
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌

集
の
旋
頭
歌
の
何
首
か
は
人
麻
呂
作
だ
と
す
る
と
、
柿
本
人
麻
呂
を
加
え
る
こ

と
が
出
来
る
が
、
極
め
て
少
数
の
人
し
か
一
人
で
三
種
の
歌
体
を
「
万
葉
集
」

に
は
残
し
て
い
な
い
。

 
次
に
、
女
流
歌
人
と
長
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
 
『
万
葉
集
」
全
体
で
も

長
歌
は
二
百
六
十
余
首
で
あ
る
か
ら
、
当
時
す
で
に
人
々
が
競
っ
て
歌
っ
た
歌

体
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
為
で
も
あ
る
が
、
名
前
の
分
る
女
性
で
長
歌
を
作
っ

た
人
は
、
額
田
王
三
首
が
多
い
方
で
、
孝
謙
天
皇
、
車
持
氏
の
娘
子
、
遣
唐
使

の
親
母
、
持
統
天
皇
、
丹
生
王
、
間
人
皇
女
、
倭
大
后
、
が
そ
れ
ぞ
れ
一
首
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
と
め

ま
た
女
性
と
だ
け
分
る
、
娘
子
、
婦
人
に
し
て
も
各
一
首
詠
ん
だ
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
他
、
郎
女
の
娘
・
坂
上
大
回
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
と
ら

 
 
 
家
婦
の
、
京
に
在
す
尊
母
に
贈
る
た
め
に
誹
へ
ら
え
て
作
る
歌
（
佃
・

 
 
 
欄
）

の
題
詞
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
夫
・
家
持
に
長
歌
を
代
作
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
総
体
的
に
女
性
が
長
歌
を
好
ま
な
か
っ
た
と
言
え
る
と
思
う
が
、
そ
の
申

に
あ
っ
て
、
郎
女
が
六
首
の
長
歌
を
残
し
て
い
る
の
は
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

 
次
に
旋
頭
歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
の
歌
体
は
集
中
に
六
二
首
し
か
な
く
、

名
前
の
分
る
歌
人
で
旋
頭
歌
を
作
っ
た
人
は
、
山
上
錦
心
（
8
3
5
1
）
・
藤
原
八
束

（
7
4
5
）
・
大
伴
古
品
（
鵬
）
・
丹
生
女
王
（
㎜
）
・
高
橋
虫
麻
呂
（
拠
）
・
壬

生
宇
太
麻
呂
（
1
6
3
）
・
大
伴
家
持
（
娚
）
、
と
名
前
は
分
ら
な
い
が
特
定
出
来

る
元
興
寺
の
僧
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
一
首
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
郎
女
が
た
と
え

一
首
だ
け
で
も
詠
ん
で
い
る
の
は
大
き
な
特
色
で
あ
る
。

 
即
ち
、
郎
女
の
歌
の
歌
体
だ
サ
を
見
て
も
、
郎
女
は
他
の
女
流
歌
人
と
比
較

し
て
多
彩
で
あ
る
と
言
え
る
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
万
葉
歌
人
の
中
に
在
っ
て

多
様
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

 
次
に
歌
の
主
題
と
内
容
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
先
に
四
駅
に
分
け
た
時
述
べ

た
よ
う
に
、
相
聞
歌
が
最
も
多
く
、
最
後
ま
で
詠
み
続
け
て
い
る
が
、
更
に
詳

し
く
見
．
る
と
、
相
聞
の
対
像
も
色
々
で
あ
る
。

 
㈲
 
相
手
の
分
る
恋
の
歌
 
㈲
㈲
ω

 
㈲
 
娘
婿
（
大
伴
家
持
・
大
伴
駿
河
麻
呂
）
へ
の
歌
 
㈲
G
D
⑫
⑱
ω
⑳
㈹
㈲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲
㈲

 
㈲
 
娘
・
大
漁
へ
の
歌
 
0
9
⑳
㈲

 
㈲
 
抽
象
的
な
恋
の
歌
 
⑩
⑰
⑳
㈱
㈱
㈱
㈲
㈲

 
㈲
 
親
族
問
の
歌
 
㈲
㈲
㈲

 
㈲
 
代
作
の
恋
の
歌
 
㈲

 
普
通
の
歌
人
で
相
聞
歌
が
あ
る
と
言
え
ば
、
㈲
の
恋
人
に
対
す
る
歌
が
多

く
、
そ
の
極
致
が
、
大
伴
家
持
に
恋
心
を
訴
え
続
け
て
、
二
九
首
の
歌
を
捧
げ

た
笠
女
郎
で
あ
り
、
越
前
国
に
流
さ
れ
た
恋
人
中
臣
宅
守
に
情
熱
的
な
恋
の
歌

二
三
首
を
贈
っ
た
狭
野
右
上
娘
子
な
ど
で
あ
る
。
川
田
順
氏
が
『
万
葉
集
大

成
」
1
0
の
「
大
伴
家
持
」
の
申
で

 
 
坂
上
郎
女
が
穂
積
皇
子
に
初
婚
し
、
麻
呂
に
再
婚
し
、
宿
奈
麻
呂
に
三
婚

 
し
た
ま
で
は
史
実
で
あ
る
。
そ
の
後
老
婆
と
な
り
終
る
ま
で
の
間
に
黒
い

 
て
、
お
の
れ
の
娘
（
坂
上
弟
嬢
）
へ
の
求
婚
者
大
伴
駿
河
麻
呂
と
肉
交
し
、

 
大
伴
百
代
と
も
中
年
の
恋
を
さ
さ
や
き
、
異
母
兄
の
旅
人
に
も
嫁
し
た
ら
し

 
い
。
な
億
試
み
に
大
日
本
史
列
伝
の
部
を
見
る
と
「
大
伴
の
安
麻
呂
の
次
女

 
な
り
。
頗
る
色
を
好
む
。
…
…
」
と
あ
る
が
、
記
事
不
正
確
の
点
あ
る
も
参

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
と

 
考
に
値
す
る
。
要
す
る
に
穂
積
皇
子
に
婆
ら
れ
た
時
代
だ
け
が
純
真
の
女
性

（8）



 
で
あ
っ
て
、
皇
子
遠
雷
の
彼
女
の
生
活
は
、
万
葉
女
流
中
随
一
の
放
縦
多
淫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
だ
し

 
者
、
平
安
朝
和
泉
式
部
一
管
の
紅
袴
者
流
と
い
へ
ど
も
跣
で
逃
げ
出
さ
ね
ば

 
な
る
ま
い
。

と
厳
し
く
指
弾
さ
れ
た
の
も
、
彼
女
に
相
聞
歌
的
作
品
が
多
く
、
そ
の
題
詞
と

左
注
を
忠
実
に
実
生
活
に
結
び
つ
け
て
解
釈
し
た
上
で
の
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
は
久
米
常
民
氏
が
『
万
葉
集
の
文
学
論
的
研
究
」
の
中
で

 
 
坂
上
郎
女
に
、
恋
歌
若
し
く
は
そ
れ
に
ま
ぎ
れ
る
よ
う
な
作
品
の
多
い
事

 
は
認
め
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
女
流
歌
人
が
、
多
淫
・
多

 
情
な
女
性
で
あ
っ
た
と
す
る
論
議
に
は
、
賛
同
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
寧
ろ

 
そ
れ
と
は
逆
に
連
続
す
る
三
つ
の
不
幸
な
恋
愛
・
結
婚
の
経
験
は
、
彼
女
を
」

 
愛
情
の
「
生
活
」
に
対
し
て
は
臆
病
に
し
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
た
め
に
、

 
そ
の
作
品
が
、
 
「
文
学
」
と
し
て
愛
情
の
み
ず
み
ず
し
さ
を
生
涯
失
わ
な
か

 
つ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
、
伊
藤
博
氏
が
『
万
葉
集
の
歌
人
と
作
品
」
の
「
天
平
の
女
歌
人
」
．

の
中
で
、
郎
女
の
相
聞
歌
、
贈
答
歌
を
繰
り
返
し
「
恋
物
語
」
「
文
学
的
虚
構
」

と
捉
え
ら
れ
た
考
え
が
今
日
で
は
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
も

右
二
氏
の
論
に
賛
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
㈲
か
ら
㈲
ま
で
の
分
類
に
よ
っ
て

も
、
郎
女
の
相
聞
歌
が
純
粋
な
恋
愛
歌
だ
け
で
は
な
い
事
が
窺
え
る
。

 
㈲
に
入
れ
た
中
で
、
㈲
の
左
注
は
郎
女
の
資
料
と
し
て
最
も
基
本
的
か
つ
有

名
な
も
の
で
あ
る
が
、
恋
愛
の
歌
と
し
て
も
こ
れ
だ
け
が
（
5
8
2
～
2
5
【
」
）
両
者

（
藤
原
麻
呂
と
郎
女
）
の
愛
情
の
確
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
然
し
、
既
に
屡
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
首
一
組
の
歌
は
、
柿
本
人

麻
呂
の
、
「
軽
皇
子
、
安
騎
の
野
に
宿
り
ま
す
時
」
の
歌
の
反
歌
（
こ
こ
で
は
短

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
は
の
ひ
め

歌
と
あ
る
）
四
首
く
4
6
～
4
9
）
、
磐
姫
皇
后
の
歌
四
首
（
8
5
～
8
8
）
な
ど
の

大
伴
坂
上
郎
女
論
 
上

よ
う
に
起
承
転
結
の
連
作
意
識
の
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
郎
女
の
こ
」

の
四
首
も
単
純
な
「
和
ふ
る
歌
」
で
は
な
い
。
と
く
に
「
転
」
に
あ
た
る

 
枷
 
来
む
と
言
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を
来
じ
と
い
ふ
を
来
む
と
は
待
た
じ
来
じ

 
 
と
言
う
も
の
を

を
見
れ
ば
そ
れ
が
よ
く
分
る
と
思
う
。

 
ω
の
大
伴
百
代
に
返
し
た
二
首
（
鵬
・
剛
）
は
、
百
代
の
「
恋
の
歌
四
首
」

に
対
し
て
い
る
の
で
㈲
に
入
れ
た
が
、
実
際
は
両
人
が
「
老
男
」
 
「
老
女
」
に

な
っ
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
は
、
伊
藤
博
氏
が
前
掲
書
「
天
平
の
女
歌
人
」

の
中
で

 
 
こ
れ
も
例
に
よ
っ
て
、
百
代
が
「
恋
す
る
老
男
」
に
、
郎
女
が
「
恋
す
る

 
 
老
女
」
に
な
り
き
っ
で
、
 
「
老
」
の
「
恋
歌
」
を
交
し
た
も
の
と
見
る
べ

 
 
き
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
と

 
㈲
は
郎
女
が
、
娘
大
里
の
婿
で
あ
る
家
持
へ
㈲
⑳
㈹
團
㈲
㈲
を
、
'
娘
二
嬢
の

婿
で
あ
る
（
斯
の
題
詞
で
分
る
）
大
伴
駿
河
麻
呂
へ
ω
⑫
⑱
⑭
を
贈
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
他
の
万
葉
女
流
歌
人
で
、
名
前
の
分
る
娘
婿
へ
歌
を
贈
っ
た
人
な

ど
は
な
い
。
然
し
、
当
時
子
供
の
結
婚
に
大
き
な
力
が
あ
っ
た
の
は
母
親
で
あ

っ
た
か
ら
、
歌
人
で
あ
る
郎
女
が
二
人
の
娘
婿
に
対
し
て
こ
れ
等
の
歌
を
残
し

て
い
る
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
当
然
あ
る
べ
き
歌
が
残
っ
て
い
る
点
が
郎

女
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

 
㈲
は
娘
・
大
池
へ
の
歌
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
母

親
の
立
場
で
娘
に
歌
を
贈
っ
て
い
る
例
も
万
葉
で
は
少
な
く
、
或
い
は
あ
る
の
．

か
も
し
れ
な
い
が
明
確
に
は
知
り
得
な
い
。
大
体
に
お
い
て
，
親
が
子
の
こ
と

を
歌
に
す
る
例
は
、
山
上
憶
良
が
大
変
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
集
中
多
い

（9）



よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
極
め
て
少
な
い
。
殆
ん
ど
山
上
憶
良
の
み

が
目
立
つ
位
で
、
ま
し
て
母
親
が
高
ら
か
に
娘
に
歌
を
歌
い
か
け
る
と
い
う
の

は
郎
女
だ
け
で
あ
る
。

 
㈲
に
ま
と
め
た
相
聞
歌
は
、
そ
の
相
手
が
特
定
し
得
な
い
と
私
が
考
え
る
類

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ら
み

の
も
の
で
あ
る
が
、
⑳
の
「
怨
恨
の
歌
」
 
（
…
…
・
枷
）
、
幽
㈱
の
大
宰
府
か
ら

の
帰
京
時
の
作
な
ど
は
、
詠
ん
だ
相
手
に
つ
い
て
諸
説
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

「
怨
恨
歌
」
に
つ
い
て
は
、
藤
原
芳
男
「
ね
も
こ
ろ
に
君
が
聞
こ
し
て
」
万
葉

二
六
号
を
は
じ
め
特
に
そ
の
相
手
を
探
る
試
み
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
小

野
寺
静
子
氏
の
「
怨
恨
の
歌
」
万
葉
七
九
号
に
代
表
さ
れ
る
、
特
定
の
相
手
に

対
し
て
で
な
い
と
す
る
説
に
全
面
的
に
賛
成
で
あ
る
。
た
だ
し
郎
女
の
恋
愛
・

結
婚
の
人
生
経
験
が
裏
に
あ
っ
て
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
全
く
の
仮
空
の
作

と
言
え
な
い
と
も
言
え
よ
う
が
。
帰
京
時
の
二
首
（
3
4
6
●
ρ
0
9
0
1
》
）
も
時
期
か
ら
言
・

え
ば
異
母
兄
大
伴
旅
人
へ
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
稿
で
述
べ
よ
う
と
思
う

が
、
内
容
か
ら
考
え
て
こ
の
歌
も
特
定
の
男
性
へ
の
「
恋
」
を
歌
っ
た
も
の
で

は
な
い
と
思
う
。

 
㈲
は
い
と
こ
安
倍
虫
麻
呂
と
の
．
「
戯
歌
」
と
、
冬
の
相
聞
に
入
れ
ら
れ
た
、

恐
ち
く
近
親
者
と
の
酒
宴
に
供
さ
れ
た

 
麟
 
酒
杯
に
梅
の
花
浮
け
思
ふ
ど
ち
飲
み
で
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し

で
あ
る
。
郎
女
と
安
倍
虫
麻
呂
は
、
母
同
志
が
「
同
居
の
姉
妹
」
と
あ
る
か

ら
、
子
供
同
志
も
幼
少
の
頃
か
ら
親
し
か
っ
た
し
、
何
で
も
言
い
合
え
る
間
柄

だ
っ
た
。
次
の
歌
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ

 
㎜
 
相
見
ぬ
は
幾
久
さ
に
も
あ
ら
な
く
に
こ
こ
だ
く
我
れ
は
恋
ひ
つ
つ
も
あ

 
 
る
か

め
よ
う
に
一
見
恋
愛
関
係
に
あ
る
者
の
歌
に
思
は
れ
る
が
、
左
注
に
よ
れ
ば
、

実
は
ま
こ
と
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
近
親
者
間
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
こ
の
事

実
は
、
短
歌
の
表
現
の
限
界
を
示
す
と
と
も
に
、
 
『
万
葉
集
」
の
作
歌
事
情
の

分
ら
な
い
歌
の
解
釈
の
可
能
性
の
広
が
り
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

為
、
右
の
よ
う
な
歌
を
詠
む
郎
女
の
、
人
間
的
な
存
在
感
の
豊
か
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

 
㈲
は
、
郎
女
と
同
腹
の
兄
弟
か
と
思
わ
れ
る
、
・
大
伴
稲
公
に
代
っ
て
、
異
母

兄
達
奈
麻
呂
の
娘
・
田
村
大
慈
に
贈
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
代
作
歌
自
体
は
当
時

珍
ら
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
馳
『
萬
葉
集
全
注
』
巻
第
四
・
木
下
正
俊
著
の

．
こ
の
歌
（
6
8
5
）
の
考
に

 
 
こ
の
左
注
は
坂
上
郎
女
が
弟
の
稲
公
の
代
作
を
し
て
や
っ
た
こ
と
を
知
っ

 
て
い
る
者
の
記
入
で
あ
る
。
家
持
の
聞
き
書
き
で
あ
ろ
う
。
稲
叢
自
身
の
歌

 
も
黒
八
〔
一
五
五
三
〕
に
あ
る
が
平
凡
作
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
歌
も
、
歌

 
才
に
乏
し
い
弟
の
拙
さ
を
見
か
ね
た
姉
が
代
役
を
買
っ
て
出
た
も
の
と
思
わ

・
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
単
調
で
新
味
が
な
く
、
坂
上
郎
女
も
わ
ざ
と
手
を
抜

 
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
男
女
贈
答
の
一
面
を
物
語
っ
て
興
味
深
い
注
記
で

 
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
い
か
に
も
歌
才
に
恵
ま
れ
た
郎
女
の
仕
出
か
し
そ
う
な
、
そ

し
て
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
と
思
ヶ
。

 
以
上
、
私
が
相
聞
歌
と
思
う
歌
を
更
に
分
類
検
討
す
る
と
、
い
か
に
多
様
な

契
機
に
よ
っ
て
、
郎
女
の
歌
が
詠
ま
れ
た
か
が
分
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の

多
様
な
歌
を
詠
む
こ
と
が
郎
女
に
出
来
た
の
は
、
ま
た
そ
の
事
実
を
我
々
が
知

り
得
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
要
因
に
よ
る
と
思
う
。

 
第
一
に
、
大
伴
家
持
が
最
終
編
纂
者
だ
と
思
う
が
、
そ
の
家
持
と
郎
女
は
甥

と
叔
母
の
関
係
に
あ
り
、
娘
の
婿
と
も
な
っ
た
家
持
が
豊
富
な
資
料
と
見
聞
を

（10）

'



記
録
し
た
と
い
う
幸
運
な
事
実
。

 
第
二
に
、
大
伴
家
の
家
刀
自
的
な
存
在
で
あ
っ
た
郎
女
は
、
晴
の
場
で
活
躍

す
る
機
会
が
多
く
、
又
そ
れ
を
歓
に
す
る
才
能
を
持
っ
て
い
た
。

 
第
三
に
、
郎
女
自
身
の
虚
構
を
好
む
性
向
と
、
現
実
を
逃
避
し
よ
う
と
す
る

気
持
と
が
、
多
様
な
歌
の
世
界
を
切
り
開
い
た
。

 
右
の
三
点
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
述
べ
、
歌
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
は

次
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
多
様
な
郎
女
の
資
料
性
と
、
そ
の
実
態
の
指
摘
に

'
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

（11）

大
伴
坂
上
郎
女
論
 
上
・


